
星空ガイド １１月１６日～１２月１５日

※惑星は２０２４年１２月１日の位置です。

よいの星空
１１月１６日２２時頃

１２月 １日２１時頃

１５日２０時頃

あけの星空
１１月１６日 ４時頃

１２月 １日 ３時頃

１５日 ２時頃

［太陽と月の出入り（大阪）］

月 日 曜 日の出 日の入 月の出 月の入 月齢

１１ １６ 土 ６：３２ １６：５２ １６：５３ ６：４３ １４.６

２１ 木 ６：３７ １６：４９ ２１：５８ １１：４３ １９.６

２６ 火 ６：４２ １６：４８ １：５１ １３：５４ ２４.６

１２ １ 日 ６：４６ １６：４７ ６：４５ １６：２３ ２９.６

６ 金 ６：５１ １６：４７ １１：０３ ２１：２３ ４.９

１１ 水 ６：５４ １６：４７ １３：３１ １：５４ ９.９

１５ 日 ６：５７ １６：４８ １６：２３ ６：４６ １３.９
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大阪市北区から見た土星食の様子大阪市北区から見た土星食の様子

土星食を観察しよう

１２月８日の１８時２０分ごろから１８時５０分ご

ろにかけて、ほぼ半月の月が土星を隠す「土星

食」を観察することができます。

８日の日没後、だんだん空が暗くなってくると月

の左上のあたりに土星を見つけられます。続けて

観察していると、時間がたつにつれて、土星が月

の明るいところと暗いところの境目のあたりに近づ

いていく様子を楽しむことができます。

惑星食では、月の暗い部分に惑星が隠される場合には、徐々に惑星が暗くなって

いく様子を肉眼でも観察できます。しかし今回の土星食の潜入（土星が月の後ろに

入り込むこと）は月の明暗の境目付近で起こるため、土星が暗くなっていく様子は肉

眼だと見づらくなることが予想されます。双眼鏡や望遠鏡を持っていれば、使用して

観察するのがおすすめです。

ただ、同じ大阪でも観察するところによっては肉眼でも暗くなっていく土星の様子を

楽しめる可能性があります。自分が観測する場所では土星が潜入していく様子がど

のように見えるのか、その過程にも注目してみましょう。

月夜のふたご座流星群

ふたご座流星群が１２月１４日午前８時ごろに極大を迎えます。１３日の深夜から

１４日未明までが観測のチャンスとなり、明かりの少ない星がよく見えるところであれ

ば月没後から未明にかけて１時間に３０個程度、住宅街では１時間に１０個程度の

流星が期待されます。ただ、その頃は１５日に満月を迎える明るい月が夜空を照らし

ています。そのため、流星を探すときには、なるべく街明かりや月明かりの影響が少な

い方の空を見るなど工夫して観察してみましょう。

野村 美月（科学館学芸員）
［こよみと天文現象］

月 日 曜 主な天文現象など

１１ １６ 土 ○満月（１０時）

水星が東方最大離角

１７ 日 この頃しし座流星群が極大

天王星が衝

２１ 木 月と火星が接近

２２ 金 小雪（太陽黄経２４０°）

２３ 土 下弦（１０時）

勤労感謝の日

２６ 火 月が最遠（２１時・４０５,１５８㎞）

月 日 曜 主な天文現象など

１２ １ 日 ●新月（１５時）

５ 木 月と金星が並ぶ

６ 金 水星が内合・近日点通過

７ 土 大雪（太陽黄経２５５°）

８ 日 木星が衝／土星食（１８：２２～１８：４５）

９ 月 上弦（０時）／海王星食（１７：１６～１８：２２）

１２ 木 月が最近（２２時・３６５,１８０㎞）

１４ 土 すばる食（３時～５時すぎ）

ふたご座流星群が極大（８時）

１５ 日 ○満月（１８時）
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